
児童発達支援事業

社会福祉法人　クムレ

きらり中庄（ひかり）

701-0113

住所

栗坂８

電話番号 ４６４－０１２６

ＦＡＸ番号 ４６４－００１４

メールアドレス

kirari-nakasyou@cumre.or.jp

ホームページ

http://www.cumre.or.jp/theme42.html#a

利用定員

５名（重症心身障がい児）

開所日

月～金曜日（年に数回、土曜日、祝日に開所することがある）

開所時間

9：00～15：00

スタッフ

保育士、介護福祉士、看護師（指定基準を満たした職員配置）

療育内容

保護者と連携し、主治医の指示を受け、お子さんの生命維持に必要な
行為を看護師が行ないます。保育士による音楽遊び、スヌーズレン、
歌、スキンシップ遊びなどの楽しみを提供します。家庭や医療機関、
併用されている事業所とも連携を図ります。入浴支援や看護相談、親
子療育、兄弟児支援も行います。

利用児の主な疾病・障がい

知的障がい、身体障がい、てんかん、嚥下障がい、呼吸障がい、脳性
まひなど。

送迎 自主送迎

その他のサービス

児童発達支援事業（重症心身障がい児　以外）

放課後等デイサービス（重症心身障がい児）

Information

一人ひとりのお子さんの得意とすることを沢山見つけていき、「できた！」という達成感や自己肯定感を味わうことができるような
療育を目指し取り組んでいます。また療育の中では一人ひとりのお子さんに対し分かりやすい形で伝えていき、興味や理解の幅を広
げていけるよう取り組んでいます。その姿を、保護者に伝え、家庭と事業所が共にお子さんを支援できるよう、お子さんや保護者の
視点に立ち療育を行うことを大切にしています。

毎月、家族見学週間を設け、親御さんに子どもさんの様子を見学していただき、その後家庭でもできる支援方法を伝えています。ま
た年に数回、同法人の専門職と共に保護者勉強会や座談会を実施し保護者の思いや疑問に応えています。

 発達に何らかのつまづきや遅れのあるお子さんを対象とし、一人ひとりにあった課題を実施し、その子が地域でその子らしく自信を
もって生活を確立できる力を育むこと。

　各専門職視点でアセスメントを行うことや保護者の要望を聴き取った上で面接を行い通所支援計画書を立案・評価し児の発達に関
して療育機関と保護者が密に情報を交換し児の芽生えていることや、保護者が家庭で取り組める内容を話し合い家庭支援に汎化でき
るよう共に目標を共有しながら支援を進めていること。環境面では児童発達支援センターに併設しているため、運動機能の向上を行
う部屋等が設備されている所である。

幼少期は「楽しい」「やってみたい」という思いや期待感、そして興味関心を持つと共に好奇心旺盛な姿がみられる時期であると思
います。その思いと時期を大切にしながら、お子さんの「できる」ことを沢山見つけていき、自信へと繋げていければと思います。
まずは療育に見学に来ていただき、見て、感じてみてください。そして、成長の歩みを共に喜び合いましょう!!

療育を行う上で大切にしている事は何ですか？

保護者支援という視点で取り組んでいる事はありますか？

療育って何ですか？どういう事ですか？

事業所に質問してみました。

皆さんの事業所の「強み」は何でしょうか？

事業所を探されている保護者に一言！


